












先天性代謝異常症は,人種によって発生頻度が著しく異なる場合があり,たとえば鎌状赤血

球症は,黒人に多く白人に少なく,ティサックス病はユダヤ人に多く,フェニルケトン尿症

は,フィンランド人に少なくアイルランド人,ドイツ人に多い｡これは,異なる環境における

長い生活の歴史において,或る特定の遺伝子をもつものが自然淘汰されたり,或る特定の遺

伝子をもつ保因者がその環境での生存に有利な条件をそなえていて逆淘汰きれるためとい

われている。 


